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A. 研究目的 

 慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）には、中枢

病変のみではなく静脈病変も含めた末梢血管障害が

存在することが示唆されている。特に CTEPH に存

在する静脈病は肺静脈閉塞症(PVOD)に類似すると

の報告がある。今研究の目的は、CTEPH患者の血栓

内膜摘除術中に末梢肺組織を摘出し、同疾患におけ

る末梢血管障害の有無を確認することである。さら

に静脈病変を免疫組織学的に調べPVODとの類似点

を確認することである。 

 

B. 研究方法 

 CTEPH血栓内膜摘除術術中に肺組織（中葉または

舌区、2cm 四方）を採取する。10%中性緩衝ホルマ

リンで 48-72 時間固定する。そして灌流固定システ

ムにより15-20cmH2Oで灌流固定を併用する。包埋、

薄切の後 HE 染色およびエラスチカ・ワンギーソン

染色(EVG染色)を行い鏡検する。 

(倫理面への配慮) 

当研究は千葉大学の倫理審査委員会の承認を受け、

今回の研究に協力して頂いた患者からは全て書面に

て同意を得た。 

 

C. 研究結果 

 CTEPH患者の末梢肺組織において、病理学的に肺

動静脈のリモデリングが存在することが示された。

肺動脈の内膜肥厚や中膜肥厚が存在し、肺静脈では

硬化性病変の他PVOD様の所見も見られた。さらに

肺動脈閉塞率は術前術直後（術後 1か月）の肺血管

抵抗と相関し、さらに遠隔期（術後 1年）でも相関

した。 

  

 

 

D. 考察 

 今研究の結果より、CTEPHにおける肺高血圧症発

症には末梢肺動静脈リモデリング (small vessel 

disease) が強く関与すると考えられた。多くの症例で

肺静脈硬化性病変を認め、さらにPVODに類似した

所見をとる症例が認められた。CTEPHにおける肺静

脈病変について述べた報告は極めて稀であり、今後

は肺静脈リモデリングの発症機序に関して血管炎を

含めた免疫的機序、感染、遺伝的素因などその解明

を試みる。 

 

E. 結論 

 CTEPHの血管床には、肺動脈のみならず肺静脈に

至るまで多彩な末梢血管リモデリング所見が認めら

れた。末梢血管リモデリング所見は、血栓内膜摘除

術後の血行動態と関連する可能性が示唆された。

CTEPH が肺高血圧をきたす機序については未だ不

明な点も多く、末梢血管病変の更なる検討が必要で

あると考えられた。 
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